
正
し
、
道
中
提
灯
を
手
に
し
た

三
人
の
ト
ウ
ヤ
と
区
長
ら
役
員

は
集
合
場
所
か
ら
神
社
ま
で
渡

御
し
ま
す
。
ト
ウ
ヤ
は
腰
に
藁

製
の
鍋
つ
か
み
と
米
包
を
付
け

て
い
ま
す
。
宮
司
と
役
員
以
外

の
氏
子
ら
は
神
社
に
直
接
集
ま

っ
て
い
ま
す
。
祭
典
終
了
後
、

参
列
者
に
拝
殿
で
直な

お
ら
い会
。
御
神

酒
と
ア
テ
が
配
ら
れ
ま
す
。
ア

テ
と
は
直
径
二
セ
ン
チ
程
の
小

餅
の
こ
と
で
、
お
そ
ら
く
シ
ト

ギ
（
水
に
浸
し
て
柔
ら
か
く
し

た
白
米
を
臼
で
挽
い
て
粉
に

し
、
水
で
練
っ
て
餅
や
団
子
状

に
し
た
も
の
）
の
名
残
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

３
日
は
本
祭
日
。
正
午
か
ら｢

汁

よ
ば
れ｣

と
称
す
る
行
事
が
始
ま
り

ま
す
。
畳
表
が
敷
か
れ
た
集
会
所
の
広

場
に
は
老
若
男
女
の
氏
子
中
が
集
ま
っ

て
汁
を
よ
ば
れ
ま
す
（
写
真
２
）。
汁

は
ド
ロ
イ
モ
（
里
芋
の
こ
と
）
と
ナ
ス

ビ
の
具
に
ユ
ウ
（
柚
）
で
香
り
付
け
し

た
味
噌
汁
で
お
代
わ
り
は
何
杯
で
も
自

由
。
お
酒
も
振
舞
わ
れ
ま
す
。
一
時
間

程
す
る
と
鎮
の
餅
と
外
氏
子
用
の
餅
米

の
配
布
、
さ
ら
に
福
引
も
行
わ
れ
て
大

い
に
賑
わ
い
ま
す
。

　

一
段
落
し
た
あ
と
本
祭
。
宵
宮
祭
同

様
ト
ウ
ヤ
と
役
員
は
渡
御
し
ま
す
。
祭

典
に
は
魚
や
野
菜
な
ど
の
神
饌
と
共

に
エ
ビ
を
刺
し
立
て
て
新
藁
を
三
筋

巻
き
つ
け
た
キ
ョ
ウ
も
供
え
ら
れ
ま

す
。
祭
典
後
、
集
会
所
で
座
拝
に
移
り

ま
す
。
世
帯
主
が
着
座
。
膳
に
は
餅
米

一
升
・
芋
頭
・
枝
豆
・
栗
・
鎮
の
餅
・

ゴ
マ
塩
・
両
口
箸
そ
れ
に
八
幡
神
社
御

神
札
が
載
っ
て
い
ま
す
。
最
初
に
三
種

の
儀
。
い
わ
ゆ
る
三
献
の
儀
の
こ
と
で

ハ
イ
ド
（
配
度
・
給
仕
係
の
こ
と
）
が
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上
座
か
ら
順
に
酒
を
注
ぎ
、
大
根
葉
の

塩
漬
け
・
渋
柿
・
生
鰯
の
順
に
肴
が
回

さ
れ
ま
す
。
次
に
ト
ウ
ヤ
の
挨
拶
。
控

え
室
か
ら
三
人
の
ト
ウ
ヤ
が
出
て
き
て

下
座
か
ら
一
の
ト
ウ
ヤ
が
代
表
し
て
挨

拶
し
た
あ
と
退
き
ま
す
。
ト
ウ
ヤ
は
給

仕
を
せ
ず
、
全
て
ハ
イ

ド
が
行
い
ま
す
。
次
に

再
来
年
度
の
ト
ウ
ヤ
を

決
め
る
振
り
出
し
と
よ

ぶ
抽
選
。
続
い
て
来
年

度
の
ト
ウ
ヤ
三
人
（
前

年
振
り
出
し
で
選
ば
れ

た
者
）
が
前
へ
出
て
き

て
一
か
ら
三
の
ト
ウ
ヤ

の
順
を
決
め
る
く
じ
引

き
。
決
ま
る
と
三
々
九

度
の
儀
。
い
わ
ゆ
る
ト

ウ
ヤ
渡
し
の
儀
式
で
今

年
度
と
来
年
度
の
ト
ウ

ヤ
計
六
人
が
キ
ョ
ウ
を

挟
ん
で
座
し
、
杯
を
交

わ
し
ま
す
（
写
真
３
）。

終
わ
る
と
ハ
イ
ド
は
一

　

10
月
か
ら
11
月
は
各
地
で
秋
祭
り

の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
赤
目
町
星
川
に
鎮

座
す
る
八
幡
神
社
で
も
11
月
２
日
に

宵
宮
、
３
日
に
本

祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

祭
り
の
準
備
は
三

軒
の
ト
ウ
ヤ
（
頭

屋
）
が
中
心
と
な
っ

て
神
社
の
す
ぐ
近

く
に
あ
る
集
会
所

で
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

２
日
の
正
午
に

氏
子
が
集
会
所
へ

集
合
し
、
酒
で
景

気
づ
け
の
あ
と
キ

ョ
ウ
作
り
か
ら
始

め
ま
す
。
集
会
所

前
に
ツ
ク
ネ
と
呼

ぶ
二
人
が
菰こ

も

の
上

に
そ
れ
ぞ
れ
一
升

の
蒸
し
た
餅
米
を
広
げ
て
い
く
と
前
か

ら
箕み

ぃ

取と

り
と
呼
ぶ
者
が
竹
箕
で
あ
お
ぎ

続
け
ま
す
。
こ
の
蒸
飯
を
ツ
ク
ネ
は
押

し
固
め
な
が
ら
円
錐
形
の
キ
ョ
ウ
に
ま

と
め
あ
げ
る
と
箕
取
り
が
箕
で
受
け
取

り
ま
す
（
写
真
１
）。
こ
の
一
連
の
キ

ョ
ウ
作
り
の
こ
と
も
ま
た｢

箕
取
り｣

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

以
前
は
氏
子
の
軒
数
分
調
製
し
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
は
本
祭
の
供
物
用
な

ど
数
個
だ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。
次
に

集
会
所
前
広
場
で
餅
つ
き
、
祝
い
唄
を

唄
い
な
が
ら
千
本
杵
で
つ
き
ま
す
。
こ

の
丸
め
た
小
餅
は
「
鎮ち

ん

の
餅も

ち

」
と
い
い
、

内
氏
子
に
配
ら
れ
ま
す
。
餅
つ
き
の
あ

と
座
拝
に
配
布
す
る
膳
の
献
立
を
用
意

し
、
藁
で
来
年
度
の
ト
ウ
ヤ
用
の
鍋
つ

か
み
を
作
る
な
ど
し
て
作
業
を
終
え
ま

す
。

　

夕
方
か
ら
は
宵
宮
祭
。
礼
服
に
衣
を

箕
取
り
と
汁
よ
ば
れ

赤
目
町
星
川
の
秋
祭
り

　
　
　
　

名
張
市
史
編
集
専
門
部
会
民
俗
部
会
委
員　

            

                               

𠮷
川　

雅
章
（
日
本
民
俗
学
会
会
員
）

〔写真 1〕キョウを箕で
あぶる箕取りの行事

〔写真 3〕キョウを間に三々九度の儀を行うトウヤたち

〔写真 2〕集会所広場で汁をよばれている氏子の人たち
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名
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総
務
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市
史
編
さ
ん
担
当

〒
５
１
８‐

０
７
１
８　

名
張
市
丸
之
内
54
番
地
８

　
　

０
５
９
５‐
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２
２
４
９
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の
ト
ウ
ヤ
の
キ
ョ
ウ
を
下
げ
て
そ
の
一

部
を
崩
し
、
皆
に
配
り
ま
す
。
氏
子
総

代
長
の
発
声
で
一
同
、
キ
ョ
ウ
を
口
に

し
ま
す
。
二
の
ト
ウ
ヤ
、
三
の
ト
ウ
ヤ

の
キ
ョ
ウ
に
つ
い
て
も
同
様
に
行
っ
た

あ
と
座
拝
は
お
開
き
と
な
り
ま
す
。

　

箕
で
あ
ぶ
る
所
作
は
『
名
張
の
民

俗
』（
１
９
６
８
発
行
）
の
中
に
積
田

神
社
の
あ
る
夏
見
地
区
で｢

箕
あ
ぶ
ち

｣

と
い
う
名
称
で
白
蒸
を
箕
で
あ
お
ぐ

行
事
の
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
氏
子
に
汁
を
ふ
る
ま
う
こ
と
は
赤

目
町
柏
原
、
一
ノ
井
、
丈
六
の
各
地
区

な
ど
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
星
川

地
区
の
よ
う
に
畳
表
や
青
シ
ー
ト
を
敷

い
て
大
が
か
り
に
行
っ
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
キ
ョ
ウ
も
市

内
の
多
く
の
秋
祭
り
で
供
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
エ
ビ
を
刺
し
立
て
た
も
の
は

他
で
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
興
味
深
い
種
々
の
特
色

を
今
日
も
伝
承
し
て
い
る
の
が
、
星
川

の
秋
祭
り
で
す
。
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節せ
つ
り理
と
断
層
は
地
殻
変
動
に
よ
る
変

形
で
、
岩
石
中
に
生
じ
た
割
れ
目
の
こ

と
。
こ
の
割
れ
目
に
沿
っ
て
両
側
の
岩

盤
が
相
対
的
に
移
動
し
た
も
の
を
「
断

層
」、
移
動
し
な
い
も
の
を
「
節
理
」

と
呼
び
ま
す
。
節
理
に
は
火
山
噴
出
物

が
冷
却
固
結
す
る
際
の
収
縮
に
よ
り
で

き
る
割
れ
目
も
含
ま
れ
ま
す
。

　　

赤
目
渓
谷
や
香
落
渓
な
ど
、
名
張
の

節
理
が
つ
く
る
景
観
は
、
室
生
山
地
に

分
布
す
る
１
４
４
０
万
年
前
に
噴
出
さ

れ
た
と
計
算
さ
れ
て
い
る
室
生
火
砕
流

堆
積
物
に
よ
る
も
の
。
こ
れ
は
、
堆
積

時
、
内
部
に
保
存
さ
れ
た
熱
で
再
溶
融

し
て
溶
結
凝
灰
岩
に
な
っ
た
も
の
で
、

こ
の
中
に
発
達
し
て
い
る
も
の
が
垂
直

の
柱
状
節
理
で
す
。

　

こ
の
垂
直
柱
状
節
理
の
景
観
は
、
谷

の
形
や
節
理
の
間
隔
、
方
向
に
よ
っ
て

特
色
が
出
て
い
ま
す
。

　

赤
目
渓
谷
は
、
河
川
の
先
端
で
見
ら

れ
る
頭
部
浸
食
地
形
を
示
し
て
い
ま

す
。
渓
谷
は
節
理
に
よ
っ
て
岩
壁
か
ら

は
ず
れ
た
落
石
が
転
が
り
落
ち
、
後
に

階
段
状
の
岩
壁
を
残
し
て
い
ま
す
。
こ

の
地
形
の
上
に
流
れ
る
水
は
大
小
あ
ま

た
の
種
々
の
形
態
を
も
つ
滝
と
し
て
形

成
さ
れ
る
の
で
す
。

　

香
落
渓
の
峡
谷
は
、
柱
状
節
理
の
巨

大
な
岩
壁
の
景
観
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

両
者
の
節
理
の
関
隔
は
赤
目
渓
谷
の

方
が
小
さ
く
、
数
も
多
く
、
板
状
の
節

理
を
つ
く
っ
て
い
る
場
所
も
あ
り
ま

す
。
岩
柱
や
広
い
岩
盤
の
河
床
面
の
存

在
は
こ
の
節
理
面
に
よ
る
も
の
で
し
ょ

う
。
落
石
は
節
理
面
か
ら
の
剥
落
に
よ

る
も
の
で
巨
岩
は
少
な
い
で
す
。
節
理

に
よ
る
階
段
状
の
谷
底
を
流
れ
る
渓
流

は
節
理
の
状
況
に
よ
り
、
種
々
の
形
の

滝
を
つ
く
り
、
谷
底
で
は
頭
を
出
し

劈へ
き
か
い
め
ん

開
面
（
※
劈
開
…
ひ
び
が
入
っ
て
割

れ
る
こ
と
。
あ
る
特
定
の
平
面
に
平
行

に
割
れ
る
こ
と
）
を
残
し
た
転
石
が
見

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
姿
は
、
庭
園
的

景
観
と
呼
ば
れ
、
狭
い
範
囲
に
多
様
で

独
特
の
景
観
を
つ
く
り
だ
し
ま
す
。

　　

名
張
を
囲
む
山
地
や
高
原
は
、
準
平

原
と
考
え
ら
れ
る
平
ら
な
面
が
北
東
か

ら
南
西
に
走
る
断
層
群
で
切
断
さ
れ
て

い
る
変
動
地
形
で
す
。
特
徴
は
、
起
伏

が
極
め
て
少
な
い
尾
根
に
な
っ
て
い
る

こ
と
。
名
張
を
代
表
す
る
断
層
崖
の
景

観
は
、
宇
陀
川
が
流
れ
る
低
地
と
大
和

高
原
を
つ
く
る
平
坦
面
と
が
境
ず
る
名

張
断
層
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

名
張
断
層
は
名
張
川
に
断
層
崖
を
見

せ
、
北
西
に
傾
く
逆
断
層
で
あ
り
、
大

史跡名張藤堂家邸跡窓口および隣の市史編さん担当窓口で購入い史跡名張藤堂家邸跡窓口および隣の市史編さん担当窓口で購入い
ただけます。また、遠方の方には郵送での販売も可能です。詳しただけます。また、遠方の方には郵送での販売も可能です。詳し
くは、市史編さん担当（くは、市史編さん担当（ 64‐2249）へお問い合わせください。64‐2249）へお問い合わせください。

「おきつもの名張 今と昔」「おきつもの名張 今と昔」
定価800円で販売しています
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

節
理
と
断
層

名
張
市
史
編
集
専
門
委
員
会
委
員

山
田　

純
（
三
重
大
学
名
誉
教
授
）

香落渓（屏
びょうぶいわ

風岩）
柱状節理の巨大な岩壁の景観が見られる。垂
直の柱状節理による景観は、谷の形や節理の
間隔、方向によって特色が出る。

赤目町新川より茶臼山西南笠間峠付近の名張断層を望む

■
節
理
と
断
層
と
は―

■
節
理
が
つ
く
る
赤
目
渓
谷
や

　

香
落
渓
の
景
観

■
活
断
層
と
い
わ
れ
る
名
張
断
層

和
高
原
の
平
坦
面
も
断
層
と

同
じ
方
向
に
傾
む
い
て
い
ま

す
。

　

名
張
断
層
は
活
断
層
と
い

わ
れ
、
地
震
活
動
を
起
こ
す

可
能
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
規
模
や
時
期

を
推
定
す
る
に
は
過
去
の
資

料
が
必
要
で
す
が
、
名
張
断

層
に
お
い
て
は
、
地
震
に
関

す
る
資
料
が
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
伊
賀
市
阿
保
に
あ
る

大
村
神
社
の
存
在
は
神
社
の

創
設
（
７
６
９
年
）
以
前
に

災
害
を
起
こ
す
規
模
の
地
震

が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　市制 50周年を記念して刊行した、名張の 1万 2千年を３つの分野
に分け 85項目で学ぶガイドブックです。
○名張のことをより知っていただく導入として、自然・歴史・暮らし
の三分野で、名張の特色が多彩な姿で浮かび上がります。
○１話ごとに読み切り２ページの写真・図・注釈つきで親しみやすく、
少しの空き時間でも読んでいただきやすくなっています。
○暮らしに密着した出来事をもとにまとめた年表に新たに平成 16年
から平成 19年までのできごとを加筆し、思い出の数々がよみがえ
ります。
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規
格
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Ｂ
５
判
縦
型

　

一
部
カ
ラ
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２
０
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ペ
ー
ジ 


